
 

 

 

 

 

 

 

 

学校朝会で、詩人の相田みつをさんの作品「自分の番  いのちのバトン」という詩を紹介しました。 

 「自分の番  いのちのバトン」       相田みつを 

父と母で二人         父と母の両親で四人         そのまた両親で八人 

こうしてかぞえてゆくと 十代前で、千二十四人 

         二十代前では ？         なんと、百万人を超すんです 

         過去無量のいのちのバトンを受けついで         いま ここに自分の番を生きている 

         それがあなたのいのちです         それが わたしのいのちです 

「私たちは日頃、自分の命は誰かから受け継がれてきたものだと意識して生活している人は少ないのではないで

しょうか。そして、自分というのは、独立した「個」の存在だと思いがちです。しかし、こうして家系図（命の

樹形図）に表してみると、私たちは気の遠くなるような命のバトンを受け継いで、今を生きているんだなという

ことがわかります。例えば十代前の「1,024人」という、自分につらなるご先祖様たちの中で、そのうちだれか、

たった一人でも欠けていれば今のあなたは存在しないことになります。そう考えると、私たちが「生きている」

ということはもう「奇跡」と言っても過言ではありません。そうです、私たちの命は先祖代々脈々と受け継がれ

てきた大変尊いものなのです。まさに替えの効かない、かけがえのない存在なのです。 

だからこそ、大切にしなければならないのですよね。そして、あなたの命と同じように、周りにいる人たちの

命も尊く、かけがえのないものです。自分を大切にするのと同じように、他人も大切にしなければなりません。 

そして、こうして生きていることは、実は、ただそれだけで凄いことなのですね。」 【学校朝会の講話より】 

本校では今月、「人権教育週間」が設けられています。一年の締めくくり、そして今学期を締めくくるこの時期

に、互いの命や存在の尊さ、そして縁あって同じ学校、同じ教室で過ごしている仲間の大切さについてあらため

て考えてほしいと思い、生徒たちにこの「いのちのバトン」の詩を紹介しました。 

折に触れ、自分につながる数え切れないほどたくさんのご先祖様たちに思いをはせ、命を受け継いでいること

に感謝をしてほしい、そして自分が、家族やクラスの仲間など、たくさんの人に関わってもらい、支えられて存

在していることに感謝をしてほしいと思います。その気持ちこそ、人権尊重の精神の礎だと考えています。 

 

 

生徒と生徒が、生徒と保護者が、保護者OB・OGの方々も含め保護者の方同士が、そして生徒と地域の子供たち

が、模擬店でのやりとりや各部活が企画・運営するアトラクションなどで、笑顔で関わる場面がたくさん見られ

ました。いるま路祭の最大の意義は、そうした参加者相互のふれ合い、関わり合い、交流にあると私は考えます。   

「笑顔満祭」というスローガンのもと、様々な人たちとの人間関係の広がりを実感することができ、近年よく

言われる「ウェルビーイング」の向上にもつながったのではないでしょうか。とりわけボランティアとして活動

した生徒たちは、人のために役立てる喜びや自己有用感を味わえる貴重な体験をすることができたのではないか

と思います。いるま路祭実行委員やＰＴＡ役員の方々をはじめ保護者の方々、おやじの会、保護者OB・OGの方々、

地域の方々には、生徒たちに和みのひとときを与え、活躍の場を設けていただきましたことに心より感謝を申し

上げます。「学校は地域に浮かぶ舟」と言われますが、いるま路祭を通して、学校と生徒が保護者や地域の方々に

支えられ、相互につながっていることをあらためて肌で感じることのできた素敵な一日でした。 
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入曽第七区自治会 秋祭りで演奏 
１１月１日（土）、入曽七区広場で開催された自治

会の秋祭りに本校吹奏楽部が出演しました。保護者を

はじめ、集まった地域の皆様方の前で心のこもった演

奏を披露しました。 

当日、楽器の運搬等でサポート 

をしてくださった自治会の方々、 

また、こうした活躍・発表の機会 

を与えてくださった自治会長様を 

はじめ７区自治会の皆様に心より感謝を申し上げます。

今後も地域への貢献を広げていけたらと思います。 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

受賞、おめでとうございます！ 

「税の作文」の募集で、 

３年生の     さんが 

「所沢県税事務所長賞」に 

選ばれ、県民の日に狭山市 

立教育センターで行われた 

式典で表彰されました。 

おめでとうございます！ 
 

剣道部、狭山剣道大会 準優勝！ 
１１月９日、狭山市民総合体育館で行われた第６２

回狭山剣道大会において、本校の剣道部男子が中学生 

男子の部で準優勝しました。併せて、本校生徒が参加

した「合同Ａチーム」も３位に入賞しました。 
 

市内の先生方に授業を公開しました 
１１月４日、

市教育研究会の

授業研究が本校

で行われ、１年

１組が市内小・

中学校の先生方

のために書写の

授業を公開しま 

した。今回は電子黒板やタブレットを積極的に活用し

ながら、生徒同士で相互に関わり合い、高め合う取組

を見せてくれました。参観した先生方からは先進的な

学習法はもとより、その基盤たるクラス 

の温かな人間関係や互いに助言し合え 

るムードが高く評価されました。 

                 


